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１．活動が必要とされた状況 

  当委員会では、2010 年に『市民が選んだ さいたま百景』を発行、現在はその姉妹編で

ある『明日に引き継ぐ さいたま百景（仮題）』の発行を目指している。2019 年から新企画

をスタートさせ、2024 年の発行を目指して、さいたま百景選定委員会のメンバー等により、

鋭意編集作業を行っている。 

 

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内容など） 

・ 2023 年度は、当委員会の中に 17 名による「新さいたま百景編集チーム」を設置して 

編集作業を行うとともに、「編集デザインチーム」（外部メンバー2 名）に委託して、順 

次レイアウトデザインを進めている。 

・ 2023 年度においては、編集スタッフによる作業と「編集ワークショップ」によって、 

風景の調査・選定や内容の検討を行い、それに基づきデザインチームでレイアウト案を

作成したうえで、「編集会議」を開催してその検討を行ってきた。 

・ 「編集ワークショップ」および「編集会議」の開催経緯は以下のとおり。 

  編集ワークショップ：2023 年 4/2、4/30、5/19 →デザインチームの作業 

編集会議：2023 年 8/17、9/1、9/19、10/6、10/21、11/3、11/17、12/8、12/19、 

2024 年 1/17、2/8、2/22、（以下予定）3/6、3/27 

・ なお「編集ワークショップ」「編集会議」は、市民活動サポートセンターのロビーで、 

毎回、執筆担当者をはじめとした 12～15 名程度が参加して検討を行ってきた。 

 

３．活動の成果 

・ 第 1 章：風景との対話、第２章：風景カタログ（21 シリーズ）、第 3 章：市民が選ん 

ださいたま百景その後、について、レイアウトの素案を完成させることが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後に残された課題 

 2024 年度は、編集スタッフとデザインチーム双方の作業により、書籍の印刷データを完

成させ、2024 年 8 月の印刷発注、書籍の発行を目指す。 

 また、書籍発行後は、その市民への PR のためのイベント（まち歩きやシンポジウム）の

開催を予定している。 

＜書籍ページレイアウト例＞ 

第 2 章 風景カタログのうち、 

シリーズ AE：農の風景の一部 
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